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香川県における
取組みの現状

平成２７年２月１６日

香川県環境管理課
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資料５

香川の水質汚濁の状況について
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香川の水質汚濁の状況について
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公共用水域水質測定結果
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赤潮の発生状況 香川県(海域) 全国(海域) 香川県(河川) 全国(河川)

香川の水質汚濁の状況について
公共用水域水質測定結果
○弁天川の水質の経年変化

濃度差からみた水質改善の上位河川 全国4位（平成25年度）

○水質浄化対策
・ 弁天川水質浄化対策検討会（平成9年設立：県、志度町）
・ 工場・事業場排水の監視・指導
・ 生活排水浄化実践活動
・ 公共下水道の整備
・ 礫による河川の直接浄化事業

14mg/L（平成13～15年度）→ 4.6mg/L（平成23～25年度）
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水質総量規制の実施
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水質総量規制の実施
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水質総量規制の実施
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香川県生活環境の保全に関する条例
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香川県生活環境の保全に関する条例
①水質保全対策

②地下水の保全・利用対策

③土壌及び地下水汚染対策
9

○香川の海が抱える課題

① 改善傾向が見られない「有機汚濁」

② 「栄養塩」の循環バランスの崩れ

③ 増加傾向にあるが、依然として少ない「藻場」

④ 対応が急がれる「海ごみ」問題

⑤ 「人と海の関わり」の希薄化

など

○里海づくりの推進体制

香川らしい里海づくりの推進
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「里海」を活かした新しい価値創造

かがわ「里海」づくりビジョン
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ビジョンで示す６つのポイント別にみる取組状況
～持続可能な取り組みを支える基盤整備を重点的に～

1. 推進体制の構築
ワーキング・グループの設置・開催

協議会（年間3回程度）、勉強会
（年間2回程度）の開催

2. 理念の共有・取り組み
への反映
シンポジウムの開催

瀬戸内海の環境の保全に関する
香川県計画の見直し

3. 意識の醸成
マスメディア等を活用した広報

4. 人材育成
人材育成プログラムの開発

拠点フィールドづくり

5. ネットワーク化
セミナー＆交流会の開催

個別マッチング

6. データに基づく順応的
管理
参加型モニタリング手法の開発

基本モデルの構築

海ごみ対策推進事業 生活排水対策重点事業 里山再生・竹林資源活用推進事業
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● 理念の共有・取り組みへの反映
瀬戸内海の環境の保全に関する香川県計画の見直し

瀬戸内海環境保全特別措置法

瀬戸内海環境保全基本計画

H12の変更以来の全面改正にむけて、
H25.7から中央環境審議会で審議中。

H26.6、議員発議で改正案を参議院に
提出。継続審査となった。

かがわ「里海」づくりビジョン

中央環境審議会から環境省に
「瀬戸内海における今後の目指す
べき将来像と環境保全・再生の在
り方について」答申 （ H 2 4 . 1 0 ）

瀬戸内海の環境の保全に関する香川県計画

かがわ「里海」づくり庁内検討会にて、ビジョンで示す「人と自然が共生する持続可能な
豊かな海」の実現を目指して、各部局の施策を総合的に検討・見直す。

かがわ「里海」づくり協議会 ワークショップ、パブリックコメント等
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● 意識の醸成
マスメディア等を活用した広報（主な取り組み紹介）

①瀬戸内海国立公園の環境保全活動パネル展
（80周年記念式典サイドイベント，H26.7.13）

②県ホームページ リニューアル（H26.7.14）

③松田アドバイザーに、水産系情報誌
「アクアネット（2014.5）」で、かがわの里
海づくりをご紹介いただきました。

③松田アドバイザーに、水産系情報誌
「アクアネット（2014.5）」で、かがわの里
海づくりをご紹介いただきました。

協力 香川大学
穴吹デザインカレッジ
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● データに基づく順応的管理
基本モデルの構築

里海づくりの

効果の見える化

里海循環WGにて、検討スタート。
「瀬戸内海の環境の保全に関する香川県計画」にも反映。
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関連重点事業：海ごみ対策推進事業

かがわの里海づくり
陸域・海域一体となった取り組みへ

重要課題の
一つが海ごみ

平成25年度 内陸部の市町も構成メンバーに加え、共同事業体として協議会を再編
漁業者・市町・県による海底堆積ごみ回収・処理システム稼動

平成26年度 山・川・里（まち）・海の各地で海ごみ削減のためのクリーン作戦実施

（第１回県内一斉海ごみクリーン作戦：平成２６年１０月２６日（日）～１１月９日（日））
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海ごみ探検隊
プロジェクト

イメージキャラクター



関連重点事業：生活排水対策重点事業

○第４次全県域生活排水処理構想の策定（平成２６～２７年度）
下水道、農業・漁業集落排水施設、合併処理浄化槽等生活排水処理施設の効率的・計画的な整備を推

進するための構想を策定する。（ふるさと香川の水環境をみんなで守り育てる条例（平成14年））

○浄化槽対策
・単独処理浄化槽等重点転換事業（敷地内配管費を補助）

・既存単独処理浄化槽撤去費補助

・浄化槽設置整備事業補助

・浄化槽法定検査受検率改善事業

○汚水処理人口普及率の推移
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関連重点事業：里山再生・竹林資源活用推進事業

○課題

里山林は、かつて、人との生活に密接に関わり、利用されてきたが、現在では、人と里山の
結びつきが希薄となり、放置された広葉樹林や竹林が拡大し、里山林の持つ公益的機能が
低下している。

○内容

里山の再生を図るため、地域住民や企業等が一体となった体制の下、里山の整備・保全
から竹林資源をはじめとする里山資源の利活用までの総合的な取組みを進める。

（１）里山再生推進事業

・里山再生推進協議会及び里山再生・竹林資源活用推進検討会

・里山再生モデル地区の設定（綾川町羽床上地区等）

・クヌギ等の広葉樹によるモデル林の整備

（２）竹林資源活用推進事業

・森林組合等による竹林資源の供給体制づくり

・竹林拡大防止対策の調査研究

（３）木質バイオマス利用促進事業

・広葉樹の整備で発生する材を燃料とする実証を行う。
香川の森林土木・森林整備

イメージキャラクター りんちゃん
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人と自然が共生する持続可能な豊かな海

リーダー養成

次世代教育

民・官の連携
活動の見える化

ネットワーク化

裾野を広げる（強化）

人材の確保・育成に関する取り組み 生活者として、社会の一員として


